
様式第３

会 議 録

会 議 名
令和 7年度野田市自立支援・障がい者差別解消支援地域協議会 第３回

専門部会（就労支援部会）

議題及び議題ごと

の公開又は非公開

の別

議題

１．就労選択支援について

２．優先調達について

３．令和 7年１２月５日開催「手話でありがとう・事業所販売会」につい
て

４．その他

日 時
令和８年３月１０日（火）

午前１０時から午前１１時まで

場 所 市役所８階 大会議室

出 席 委 員 氏 名

田中 愛(部会長) 工藤 達 福留 恵美

小島 朋美 田中 大介 中野 徹也

並木 徹 永井 幸子 相模 美雪

静野 由佳 村山 保 横沢 宏和

欠 席 委 員 氏 名

鎌田 明花 太田 静 篠﨑 紀政

小倉 明美 鈴木 めぐみ 根岸 由佳

千田 照 戸上 友彦 柿﨑 由佳

依田 康彦 副見 君雄 白石 光孝

事 務 局
飯塚 純子 （障がい者支援課 相談支援係長）

杉下 英徳 （障がい者支援課 相談支援係主事）

傍 聴 者 １人

議 事

事務局

田中部会長

工藤委員

田中部会長

田中委員

令和７年度野田市自立支援・障がい者差別解消支援地域協議会 第３回

専門部会（就労支援部会）の会議結果（概要）は、次のとおりである。

令和８年３月１０日午前１０時開会。事務局から欠席委員が１２名であ

ること、傍聴者が１名であることを報告した。会議録作成のため録音機を

使用することの了解を得た。

【議題１ 就労選択支援について】

議題１について工藤委員より説明を求める。

社会福祉法人はーとふるが運営する就労サポート・のだにおいて、令和

８年４月１日付で本事業の指定を受ける見込みであり、現在準備を進めて

いることを説明する。

質問、意見を求める。

就労継続支援Ａ型の利用については、令和９年度から就労選択支援が始

まる認識で間違いないか。



工藤委員

田中部会長

就労継続支援Ａ型については、令和９年度からの開始で予定している。

それまでの期間は暫定期間となっているが、暫定期間をどうするかは未定

となっている。

他に質問、意見がないため、次の議題に移る。

田中部会長

田中部会長

【議題２ 優先調達について】

今年度、トイレットペーパーについて消防署及び水道部から合計約２０

箱の発注があった。小学校との契約は２年目を終了し、次年度で３年目と

なり、予定している配布先への取組が完了予定である。

昨年度末に企業から箱売り内職業務の問合せがあり、障がい者支援課を

通じて部会委員の事業所へ情報提供を行った。

今後も部会を活用し、事業所間の情報共有や受注機会の拡大等により、

地域全体で障がいのある方の就労機会の拡大につなげる方針が示された。

他に質問、意見がないため、次の議題に移る。

田中部会長

田中部会長

工藤委員

【議題３ 令和 7年１２月５日開催「手話でありがとう・事業所販売会」
について】

今年度初めての取り組みとして、令和 7年１２月５日に市役所つくしん
ぼ前にて販売会を実施した。地域の事業者も集まり、手話を用いたコーラ

ス発表等も行われ大変好評であった。

野田市障がい者団体連絡会より、参加した各ブースに対して１万円の準

備金を支給していただいた。この支援も含め、来年度以降も本イベントを

継続していく方向で現在話を進めている。

参加した障がいのある方々からは「すごく楽しかった」「来年度も是非

参加したい」といった喜びの声が多く寄せられている。来年度は更に盛大

に開催し、地域の方々と障がいのある方が自然に触れ合える交流の場とし

て発展させていきたいと考えている。

開催の際には、関係者の皆様に引き続き御協力をよろしくお願いした

い。

質問、意見を求める。

地域の連携先である農園や株式会社はなぶさ青果の社長様等に御協力

いただき、利用者とともに野菜の詰め合わせを準備し、市民の皆様へ販売

する取り組みを行った。

販売時、利用者が言葉だけでなく手話も交えてありがとうと伝える姿が

非常に印象的であり、会場の温かい雰囲気づくりに繋がっていた。市民の

皆様と障がいのある方との貴重な交流の場となったのではないか。

利用者が実際に地域に出て販売等の活動を経験したことで、就労支援の

面でも一歩前進したという確かな実感を得られた。

イベントの盛況ぶりと今後の期待だが、市役所のロビーが人で埋め尽く



福留委員

田中委員

村山委員

相模委員

田中部会長

されるほど、大勢の地域の方々に集まっていただいた。以前開催されてい

たつくしんぼコンサートに匹敵するほどの大盛況であり、コロナ禍を経て

一歩前に進めたと実感できるすばらしいイベントになったので、今後も、

このような地域交流の場が継続・発展していくことを大いに期待してい

る。

このイベントが行われていることを初めて知ったが、当事業所の利用者

も参加できると思うので、来年度は参加したい。

施設外就労の一環として、メダカの飼育・販売を行っている。また、別

の農家と提携し、野菜の取扱い等も行っている。

１２月開催における課題として、１２月は、メダカの動きが鈍くなる時

期であり、野菜についても閑散期に入ってしまうため、出品や参加のハー

ドルが高くなる。５月や６月にも開催を予定してほしい。

今年度は、別の予定が組まれていたので参加できなかったが、来年度は

参加したい。参加する場合、付添いの職員をどうするかが問題になってく

るので、どのような形で参加することになるかは検討が必要になる。

一般向け周知として、バスや駅等での掲示等を検討してほしい。運営負

担軽減の観点から、ボランティアの活用の可能性も考えても良いのではな

いか。

他に質問や意見がないため、以上で本専門部会を終了する。

午前１１時閉会


